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学

校

通

信

第

二

号(

通
算
二
十
一
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二

〇

一

二(

平

成

二

十

四)

年

九

月

七

日

日
は

そ
れ

ぞ
れ

奈
良

や
日

本
文

化
を

体
験

し
て

も
ら

い
、

九
日

朝
に

は
大

阪
に

向
け

離
寧

さ
れ

ま
し

た
。

替

わ
っ

て
十

七
日

か
ら

は
附

中

か

ら
生

徒
七

名
、

教
員
三

名
が

韓

国

公
州

を
訪

問
し

ま
し

た
。

到
着

昨
年

交
流
協

定
を

結
ん

だ

が
夕

刻
に

な
っ

た
に

も
か

か
わ

ら

韓
国

公
州

大
学
校

附
設

中
学

ず

全
校

生
徒

と
先

生
方

が
私

た
ち

校
と

の
交

流
が

本
格

的
に

ス

の
到
着

を
待

っ
て

歓
迎

交
流

の
会

タ
ー

ト
し

ま
し

た
。

を
し
て

く

だ
さ

い
ま

し
た

。
翌

日

六

月
か

ら
は
、

中
央

委
員

は

相
互

訪
問

し
た

生
徒

と
教

員
皆

会

と
訪

韓
生

徒
、

有
志

ら
で

で
公

州
市

内
の

史
跡

を
見

学
。

公

組

織
さ

れ
た

実
行

委
員

会
を

山
城(

コ
ム

サ
ン

ソ
ン)

で

は
、

錦

中

心
に

韓
国

語
や

英
会

話
、

江(

ク

ム
ガ

ン)

を

眺
望
す

る
楼

閣

日
韓

関
係

史
、
公

州
の

地
誌

で
、

互
い

に
歌

を
交

換
し

た
り

写
真

を
取

り
合

っ
た

や
歴

史
な

ど
の
事

前
学

習
を

り
し

ま
し

た
。

そ
こ

に

は
言

葉
の

壁
や

国
ど

う
し
の

行
い

ま
し

た
。

隔

た
り

を
楽

々
と

越
え

て
い

く
、

子
ど

も
た

ち
の
柔

八

月
六

日
夕
刻

、
生

徒
七

軟
で

た
く

ま
し

い
行

動
力

と
心

が
あ

り
ま

し
た

。

名
と

教
員

三
名

が
公

州
か

ら

そ
れ

ぞ
れ

の
ホ

ー
ム

ス
テ

イ
先

で

来

日
、

来
寧

さ
れ

、
同

夜
に

は
長
友

学
長

先
生

を

は
オ

モ
ニ

や
ア

ボ
ジ

の
心
か

ら
の

お

は

じ
め

と
す

る
大

学
関

係
者

や
附
中

教
員

・

生
徒

も
て

な
し

を
受

け
、

温
か

い
気

持
ち

ら

に
よ

る
歓

迎
会

が
あ

り
ま

し
た

。
翌

七
日

に
は

で
帰

国
の

途
に

つ

奈
良

県
庁

へ
の
表

敬
訪

問
で

杉
田

副
知

事
と

懇
談

き
ま

し
た

。

の
後

、
附

中
で
生

徒
間

の
様

々
な

交
流

が
行

わ

れ

な
お

、
交

流
の

ま
し

た
。

お
昼

に
は

保
護

者
の

方
々

が
用

意
し

て

様

子
は

今
月

末
の

く
だ

さ
っ

た
ご

馳
走

を
み

ん
な

で
食

べ
、

流
し

そ

文

化
の

集
い

で
も

う
め

ん
を

体
験

し
て

も
ら

い
ま

し
た

。
午
後

か
ら

報

告
を

す
る

予
定

は

学
校

の
案

内
や

部
活

体
験

の
後
、

み
ん

な
で

一

で
お
り

ま
す

。

緒

に
人

文
字

を
作

り
ま

し
た

。
そ
の

夜

は
そ

れ
ぞ

れ

ペ
ア

の
家

庭
に

ホ
ー

ム
ス

テ
イ

、
翌

【
９
月
】

３
日

第
二
学
期
始
業
式
・
芸
術
鑑
賞
会

４
日

身
体
測
定

５
日

四
週
間
教
育
実
習(

～

)10/2

７
日

(

特)

市
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
会

三
年
学
力
診
断
テ
ス
ト
①

日

学
級
読
書
会

13
日

三
年
生
大
学
研
究
室
訪
問

14
日

土
曜
全
校
Ｐ
Ｔ
Ａ(

授
業
参
観
・

15

高
校
説
明
会
・
学
級
Ｐ
Ｔ
Ａ)

日

振
替
休
日

18
日
～

日

文
化
の
つ
ど
い
・
育
桜
会
バ

27

28

ザ
ー

【

月
】

10

３
日

通
常
学
級
入
試
公
示
・
願
書
交
付

４
日

(

特)

宿
泊
学
習(

～
５
日)

三
年
学
力
診
断
テ
ス
ト
②

５
日

育
桜
会
評
議
員
会(

午
後)

９
日

後
期
時
間
割
開
始

学
校
保
健
委
員
会
講
演
会

日

中
間
テ
ス
ト(

～

日)

11

12

日

後
期
生
徒
会
役
員
選
挙
告
示

13
日

後
期
生
徒
会
意
見
発
表
会
・
投
票

18
日

育
桜
会
文
化
体
育
部
社
会
見
学

17
日

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル(

振
替
休

日)

27

29

日

後
期
生
徒
会
認
証
式
・
総
会

30
【

月
】

11

１
日

三
年
学
力
診
断
テ
ス
ト
③

研
究
会
準
備(

午
後)

２
日

教
育
研
究
会

５
日

三
年
生
Ｐ
Ｔ
Ａ(

進
路
説
明)

６
日

(

特)

入
級
選
考(

～
７
日)

８
日

三
年
生
と
幼
稚
園
と
の
交
流

日

リ
ー
ダ
ー
研
修
会

10
日

三
年
個
人
懇
談(

～

日)

12

15

日

一
・
二
年
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
育
桜
会
講
演
会

15
日

社
会
見
学

16
日

(

特)

日
曜
参
観
・
Ｐ
Ｔ
Ａ

18
日
～

(

特)

耐
寒
駆
け
足(

～

)

20

12/3

日

三
年
期
末
テ
ス
ト(

～

日)

26

28

日

一
・
二
年
期
末
テ
ス
ト(

～

日)

28

30

【

月
】

12

４
日

(

特)

マ
ラ
ソ
ン
大
会

５
日

育
桜
会
評
議
員
会(

午
前)

７
日

平
和
の
集
い(

予
定)

日

三
年
球
技
会

12
日

人
権
学
習(

予
定)

13
日

期
末
個
人
懇
談(

～

日)

18

20

＊

日
の
み
午
後

18

日

終
業
式
・
大
掃
除

21

映
画
を
観
る
会(

図
書
部)

各
府
県
の
高
校
入
試
日
程
の

関
係
で
未
確
定
と
な
っ
て
お

り
ま
し
た
、
本
年
度
の
卒
業

式
は
、
三
月
八
日(

金)

に
実

施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

各
位
ご
予
定
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

夏
休
み
終
わ
り
の

恒
例
と
な
り
ま
し
た

親
子
清
掃
が
、
先
月

末
の

日(

土)

、
二

25

百
名
を
超
え
る
保
護

者
・
生
徒
・
教
職
員

の
参
加
を
も
っ
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

厳
し
い
暑
さ
の
な
か
で

し
た
が
、
通
学
路
や
校

庭
の
整
備
、
網
戸
の
清

掃
な
ど
、
二
学
期
か
ら

気
持
ち
よ
く
学
校
生
活

を
始
め
ら
れ
る
よ
う
に

と
大
変
熱
心
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い

い
ま
し
た
。

秋
霜
と
春
風

学
校
長

松

川

利

広

長
月
、
九
月
、
二
学
期
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
二
学
期
の
「
二
」（
序
数

詞
）に
は
、
「二
」の
前
の
「
一
」
、
「
二
」
の
後
の
「
三
」
を
想
起
さ
せ
る
力
が
あ
り

ま
す
。
古
来
、
私
た
ち
は
、
モ
ノ
・
コ
ト
の
全
体
を
三
つ
に
分
け
て
捉
え
る
知

恵
を
受
け
継
い
で
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
「始
め
・
中
・
終
わ
り
」「
序
論
・
本

論
・
結
論
」「
守
・
破
・
離
」な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
分
節
に
従
え
ば
、
二

学
期
は
、
「中
」「
本
論
」
「破
」に
当
た
る
、
中
心
的
な
位
置
と
し
て
捉
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
二
学
期
を
ど
の
よ
う
に
生
き
る
（
学
ぶ
）
か
に
よ
っ

て
、
一
年
の
質
が
決
ま
る
と
い
って
も
過
言
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
一
人

一
人
、
来
る
三
学
期
を
見
据
え
て
、
日
々
の
稽
古
と
鍛
錬
を
怠
ら
な
い
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
東
井
義
雄
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
私
た
ち
は
、

だ
れ
も
が
、

自
分
は
／
自
分
の
主
人
公
／
世
界
で
た
だ
ひ
と
り
の
／
自
分
を
つ
く
っ

て
い
く
／
責
任
者

な
の
で
す
。
時
々
、
背
筋
を
伸
ば
し
、
凜
と
し
た
眼
差
し
で
、
自
省
す
る
時

間
を
持
ち
た
い
も
の
で
す
。
ま
さ
に
、
「秋
霜
を
も
って
自
ら
を
粛
（
つ
つ
し
）

む
」
姿
勢
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
し
か
し
、
「
秋
霜
」
に
対
し
て
「
春
風

を
も
って
人
に
接
す
る
」
こ
と
の
大
切
さ
も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
に
、
例
え
ば
、
金
子
み
す
ゞ
の
詩
の
世
界
を
体
現
し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。「

遊
ぼ
う
」
って
い
う
と
／
「遊
ぼ
う
」って
い
う
。
／
「
ば
か
」って
い
う
と
／

「
ば
か
」
って
い
う
。
／
「
も
う
遊
ば
な
い
」
って
い
う
と
／
「
遊
ば
な
い
」
って

い
う
。
／
そ
う
し
て
、
あ
と
で
／
さ
み
し
く
な
って
、
／
「ご
め
ん
ね
」
って

い
う
と
／
「ご
め
ん
ね
」
って
い
う
。
／
こ
だ
ま
で
し
ょ
う
か
、
／
い
い
え
、

だ
れ
で
も
。

多
く
の
人
は
、
こ
の
詩
と
出
会
う
と
、
「
い
い
え
、
だ
れ
で
も
」
の
と
こ
ろ
で
立

ち
止
ま
り
、
「
だ
れ
で
も
」の
後
に
つ
づ
く
言
葉
を
思
案
し
ま
す
。
そ
う
し
て
、

し
ば
ら
く
想
い
を
巡
ら
し
て
い
る
と
「
い
い
え
、
（
こ
だ
ま
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

だ
れ
で
も
、
（
こ
だ
ま
の
よ
う
な
人
に
な
れ
る
の
で
す
。
）
（こ
だ
ま
の
よ
う
な

人
に
な
って
く
だ
さ
い
。
）
」
と
い
う
、
み
す
ゞ
の
静
か
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
聞
こ
え
て

く
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

「こ
だ
ま
」に
な
れ
る
人
は
、
悔
し
い
思
い
を
し
て
い
る
人
に
は
「
悔
し
い
ね
」
、

「
疲
れ
た
」
と
言
う
人
に
は
「
疲
れ
た
の
」と
文
末
に
「
ね
」
や
「
の
」
の
言
葉
を

添
え
て
、
相
手
の
立
場
に
寄
り
添
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
を
共
感
的
理

解
と
い
い
ま
す
。
「春
風
を
も
って
人
に
接
す
る
」と
は
、
他
者
の
思
い
や
考
え

に
対
し
て
、
共
感
的
に
理
解
し
行
動
す
る
こ
と
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

二
学
期
は
、
日
々
の
学
習
や
行
事
を
通
し
て
、
心
と
身
体
を
鍛
え
る
場

面
が
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
、
自
分
に
は
「秋
霜
（
責
任
者
）
」
の
厳
し
さ
で
、

他
者
に
は
「春
風
（
こ
だ
ま
）
」
の
温
か
さ
で
、
臨
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
あ

の
抜
け
る
よ
う
な
、
青
い
秋
の
空
に
向
か
って
、
堂
々
と
伸
び
て
い
こ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。


